
　蛇口から出る水を使用する際には、水圧や水量を意識すると思いますが「水質」はどう

でしょうか？

　水道水は、毎月１回（10 項目）と毎年１回（50 項目）の法定の水質検査を実施したう

えで供給しています。

　しかし、「地下水」は周辺環境や地質の影響から汚染を受けやすく、目に見えない「有

害物質」や「雑菌」等による水質の不安定性から飲用に適さない場合もあります。地下水

は、水道水とは違い、自己責任で管理・使用するものですが、必要な衛生管理を怠った場

合、ご家族や飲食店等利用者の健康を害することにもなりかねません。

水
道
は
届
け
出
し
て

か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う

貸付金制度について 　給水装置工事を行うための無利子貸付金制度を設けています

ので、ご利用ください。

【貸付限度額】　４０万円　　【利子】無利子　　【償還期間】　４０ヶ月以内

※連帯保証人１名が必要です。

『水道使用料の完納』と『水道会計の改善』にご協力をお願いします。　建設課：TEL ４４－３３８３

－地下水による事故を未然に防ぐために－

　全ての皆さんが安心して利用できる水道水への切換えの大切さについて、ご理解とご協力をお願いします。

豊かで安心・安全な生活のために水道水への切換えを！

水
道
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

 
～ 

め
ざ
そ
う
、
元
気
な
１
０
０
歳
！ 

～

　

栗
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
・
日
本
橋
院
長
の
栗
原
毅
氏

と
同
歯
科
医
師
の
栗
原
丈
徳
氏
を
講
師
に
迎
え
た
『
町

民
文
化
教
室「
Ｂ
＆
Ｇ
出
前
健
康
講
座
」』が
２
月
５
日
、

余
別
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
９

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
野

塚
地
区
、
入
舸
地
区
に
続
き
、
今
回
は
、
来
岸
・
余
別
・

神
岬
地
区
を
対
象
に
初
め
て
の
「
出
前
健
康
講
座
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

 
初
の
『
Ｂ
＆
Ｇ
出
前
健
康
講
座
』
を
開
催

来
岸
・
余
別
・
神
岬
地
区

▲ コミュニティセンター内をウォーキング

▲ 栗原毅氏の講演

　

初
め
に
栗
原
丈
徳
歯
科
医
師
の
「
あ
な
ど
れ
な
い
口

の
健
康
」
と
題
し
た
講
話
で
は
、
歯
周
病
が
全
身
疾
患

の
リ
ス
ク
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
予
防
と
な

る
効
果
的
な
口
腔
ケ
ア
の
方
法
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
が
行
わ
れ
、
参

加
者
た
ち
は
、
同
セ
ン
タ
ー
内
で
約
10
分
間
歩
き
方
を

学
び
ま
し
た
。

　

栗
原
毅
医
師
か
ら
は
「
毎
日
歩
い
て
、
め
ざ
そ
う
、

元
気
な
１
０
０
歳
！
」。
健
康
に
生
き
る
た
め
に
「
歩

く
こ
と
」
の
意
義
と
効
果
や
「
食
と
健
康
」
の
関
わ
り

を
知
り
、
運
動
習
慣
や
健
康
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
の

重
要
性
の
語
り
か
け
に
、
参
加
者
も
認
識
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。
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今
年
で
14
回
目
と
な
る
町
商
工
会
（
山
本
俊
三

会
長
）
主
催
の
「
し
ゃ
こ
た
ん
夢
あ
か
り
」
が
２
月

11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
町
内
各
地
の
家
庭
や
事
業
所
の
玄
関
前
に

は
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
雪

像
や
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
が
飾
ら
れ
、
午
後
５
時
の

花
火
と
共
に
町
中
が
温
か
い
光
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

美
国
町
の
中
央
交
差
点
付
近
の
メ
イ
ン
会
場
で
は
、

同
会
女
性
部
が
か
ぼ
ち
ゃ
ス
ー
プ
や
肉
ま
ん
、
あ

ん
ま
ん
を
、
同
青
年
部
は
、
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
に
お
菓
子
を
、
そ
の
他
、
熱
燗
の
販
売
を
行
い
、

来
場
者
の
心
と
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
上
の
渋
谷
俊
一
さ
ん
は
、
今
回
初
め
て
、

所
有
す
る
ポ
ニ
ー
を
連
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
で
町
に
来
て
い

た
大
学
生
た
ち
も
、
午
後
１
時
か
ら
の
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
に
参
加
し
、
メ
イ
ン
会
場
な
ど
を
中
心
に
様
々

な
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
し
た
。

　

約
３
千
個
の
幻
想
的
な
キ
ャ
ン
ド
ル
の
光
が
街
を

照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

201720172017

　２月 10 日から 14 日までの５日間、小樽商科大学・北海道大学・札

幌大谷大学が共同で、積丹町の冬季体験プログラムの可能性を探るイ

ンターンシップを行い、教員と学生ら 12 人が参加し、漁村の伝統的

な生活文化の優れた技と食を学びました。

　これは地方創生関連事業の一環として、伝統料理等を提供する観光

ツアールートの確立や、移住定住の促進による後継者問題の解決と産

業振興に役立てることを目的に行われたものです。

　学生たちは、「２０１７しゃこたん夢あかり」のスノーキャンドル

作りのボランティアを行い、12 日には鰊伝習館ヤマシメ番屋で橋場

伝統の“技
わざ

”と“食”を学ぶ
３大学共同インターンシップ

政男さん（美国町）から、「カンジキ作り」を学びました。竹の曲げ方やロープの結び方など初めてのカンジキ作りに

苦戦しながらも、なんとか出来上がったカンジキに歓声を上げ、早速、小泊海岸を歩いていました。

　13 日には、福井寛さん（美国町）から、昔のガラスの浮き玉を使用して、網に括り付ける「網付け」体験をしました。

コツをつかむまで難しく苦労していましたが、それぞれの浮き玉の完成品の出来に満足していました。

　夜の交流会では、訪れた町民へ「にしんの切り込み」など地元食材を使った伝統料理が振る舞われ、学生たちは、当

町の伝統文化や食を学び、積丹町の活性化策に町外の若者の知恵を絞り、積丹ファンになることを誓っていました。

－小樽商科大学・北海道大学・札幌大谷大学－

▲ 網付け体験

“積丹で学び、地域貢献”!
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News議会ニュース

 第１回町議会臨時会

　平成 29 年第１回町議会臨時
会が２月９日に招集され、同日
閉会しました。
　そのあらましについてお知ら
せします。

報
告
第
１
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
（
平
成
28
年
度
積
丹
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
既
定
の

予
算
額
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
１
，

７
５
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
29
億
６
，

８
５
２
万
２
千
円
に
補
正
し
た
も
の

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
歳
入
予
算
の
総
額

は
、
５
，
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
承
　
　
認
）

議
案
第
１
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て　
積
丹
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

圡
井
　
昌
昭 

氏（
再
任･

美
国
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
同
　
　
意
）

議
案
第
２
号

　
積
丹
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
国
家
公
務
員
人
事
院
勧

告
に
よ
る
給
与
改
定
に
準
拠
し
て
、

町
職
員
の
給
料
表
、
扶
養
手
当
、
管

理
職
手
当
等
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

議
案
第
３
号

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
積
丹
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

答
申
を
得
て
、
特
別
職
、
教
育
長
及

び
議
会
議
員
の
期
末
手
当
支
給
率
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号

　

積
丹
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
及
び
積
丹
町
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

関
係
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
育
児

休
業
等
の
対
象
と
な
る
子
の
範
囲
の

拡
大
や
介
護
休
暇
の
分
割
取
得
を
可

能
と
す
る
た
め
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
５
号

　

平
成
28
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）
に
つ
い
て

　
多
茂
木
団
地
公
営
住
宅
一
棟
目
の

新
築
事
業
費
約
１
億
１
，
３
６
０
万

円
な
ど
１
億
４
，
７
３
３
万
４
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
31
億
１
，
５
８
５
万
６
千
円

に
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号

　
平
成
28
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
職
員
人
件
費
８
万
２
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
８
，
０
４
８
万
９
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
７
号

　
平
成
28
年
度
積
丹
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

事

業

勘

定:

職

員

人

件

費

５
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
，

１
３
７
万
円
に
す
る
も
の
で
す
。

　

直

診

勘

定:

職

員

人

件

費

15
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
，

６
３
３
万
８
千
円
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号

　
平
成
28
年
度
積
丹
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
職
員
人
件
費
９
万
３
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

６
，
１
０
１
万
４
千
円
に
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
９
号

　
平
成
28
年
度
積
丹
町
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
エ
イ
ジ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

費
と
し
て
１
３
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
４
，

０
８
８
万
７
千
円
に
す
る
も
の
で

す
。

（
議
案
第
２
号
か
ら
議
案
第
９
号

　
　
　 

ま
で
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

平成28年度「町民文化講演会 」開催のお知らせ
【主　催】積丹町教育委員会
【日　時】３月８日（水） １８：００～１９：３０
【会　場】総合文化センター １階交流大ホール
【講　師】河野　義行（こうの　よしゆき） 氏
【演　題】「今を生きるしあわせ
　　　　　　　～松本サリン事件を乗り越えて～」

【参加料】無料
【問合せ】教育委員会生涯学習課（Ｂ＆Ｇ海洋センター内）
　　　　 ℡４４－３２６０

　松本サリン事件の被害者でありなが
ら、第一通報者であったために犯人扱い
され、また、同じ被害を受けた妻を介護
した後に看取るという経験をされた河野
義行氏を講師に迎え、犯罪被害者等に関
する人権問題に理解を深めるとともに、
今を生きる幸せについて考えます。
　皆様のご来場をお待ちしています。
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